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キラリと光る まち　ひのちょう まちの話題

澄
ん
だ
歌
声
の
競
演

　

日
野
川
流
域
で
活
動
す
る
合
唱
グ
ル
ー

プ
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
す
る
日
野
川
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
日
野
川
合
唱
連
盟
主
催
）が
、7
月
22
日
、

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
多
く
の
観

客
で
ホ
ー
ル
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

日
野
町
か
ら
は
、
森
の
子
合
唱
団
、
合

唱
団
お
し
ど
り
た
ち
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
ア
ザ
レ
ア
の
3
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
、

見
事
な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
演
奏
と
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
、
小
椋
美
香
子
さ
ん
（
米
子
市
）
と

ア
ル
ト
歌
手
、米
澤
幸
さ
ん
（
湯
梨
浜
町
）

が
美
し
い
歌
声
を
披
露
。
観
客
は
そ
の
歌

声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

日
野
川
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

客席とステージが一つになる

さ
よ
な
ら
3
区
か
わ
ら
版

　
「
根
雨
3
区
か
わ
ら
版
」
は
、
昭
和
62

年
9
月
10
日
、編
集
、頼
田
直
真
さ
ん
（
山

陰
中
央
新
報
根
雨
支
局
長
、
当
時
3
区
在

住
）、
発
行
責
任
者
、
3
区
自
治
会
長
遠

藤
基
一
さ
ん
で
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

紙
面
の
基
本
は
『
の
ど
に
刺
さ
っ
た
小

骨
』
で
、
小
さ
な
反
骨
精
神
が
基
と
の
こ

と
。
し
か
し
、
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
遠

藤
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
平
成
23
年

10
月
30
日
発
行
の
第
２
５
３
号
が
最
終
号

と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
23
日
に
は
根
雨
3
区
の
皆
さ
ん
で

「
さ
よ
な
ら
根
雨
3
区
か
わ
ら
版
・
遠
藤

基
一
さ
ん
」
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
3

区
か
わ
ら
版
の
誕
生
の
成
り
立
ち
や
数
多

く
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
廃
刊
を
惜
し
む
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
苦
渋
の
選
択
と
し
て
、
廃
刊

の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
3
区
の
皆
さ

ん
は
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
力
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
散
会
と
な
り
ま
し

た
。

根
雨
3
区
か
わ
ら
版
を
偲
ぶ

元
気
な
ア
ユ
、
つ
か
ま
え
た
　

7
月
24
日
、ひ
の
っ
こ
保
育
所
（
津
地
）

で
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
体
験
が
開
か
れ
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
プ
ー
ル
に
放
た
れ
た

お
よ
そ
３
０
０
匹
の
ア
ユ
を
追
い
か
け
、

大
歓
声
を
上
げ
て
つ
か
ま
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
と
活

動
す
る
「
水
と
魚
に
親
し
む
会
（
生
田
正

明
会
長
）」
が
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活

用
し
て
実
施
。
生
田
さ
ん
は
「
ア
ユ
は
き

れ
い
な
川
で
育
ち
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
き

れ
い
な
川
に
し
て
ほ
し
い
」
と
園
児
に
話

し
ま
し
た
。

　

0
歳
か
ら
5
歳
児
全
員
が
体
験
。
ア
ユ

は
か
ら
揚
げ
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

ひ
の
っ
こ
保
育
所
で
ア
ユ
つ
か
み元気にアユを追いかける園児たち

力
強
い
声
と
豊
か
な
表
現
力
　

力
強
く
、
会
場
全
体
に
届
く
声
と
豊
か

な
表
現
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
。
観
客
は

物
語
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

8
月
5
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
お

芝
居
く
ら
ぶ　

さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど
の
公

演
「
さ
ん
ふ
ぃ
的
西
遊
記
」
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。西
遊
記
の
お
な
じ
み
の
物
語
に
、

さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど
の
味
付
け
を
し
た
コ

ミ
カ
ル
な
内
容
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
町
外
の
劇
団
か

ら
実
力
者
が
出
演
し
、
物
語
に
厚
み
が
増

し
ま
し
た
。

　

さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど
は
今
年
で
結
成
13

年
目
。
観
客
は
大
き
な
拍
手
を
送
り
、
今

後
の
活
動
を
期
待
し
ま
し
た
。

さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど
公
演

▼
あ
な
た
の
声
や
地
域
・
職
場
で
の
話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
★
役
場
企
画
政
策
課
ま
で
（
電
話
72
‐
０
３
３
２
）

豊かな表現力に観客は魅了される

3 区かわら版最終号
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36No.

担い手さんから

お手紙をいただきました！

別所地区に防除ヘリコプターを飛ばそう
松本洋一さん（根雨）

　今年の春の座談会で、なぜ日野町には防除ヘ
リが導入されないのか質問しました。導入でき
ない事はありませんよ。
　一団地、1ヘクタール以上で統一品種である
こと、10 アール農薬込みで 3,500 円（基本的
1回の防除）との回答でした。
　近年、別所地区も高齢化が進み、後継者も日
曜百姓ではなかなか適期に防除もできず、暑い
日差しの中で動噴を背負ってナイヤガラを引っ
張る重労働は夫婦げんか、親子げんかのもとで
大変な農作業で、それを年に2回も行うわけで、
防除の時期が来れば「今年もせにゃいけんかや」
のため息。それでも水稲を作るためにはせにゃ
ならず。
　別所地区は、水田面積約 20 ヘクタールで
コシヒカリ、ひとめぼれ、もちの 3種を栽培。
近くに大きな野菜畑も無く、ヘリ防除が可能で

はないかと営農センターに相談すると、さっそ
く営農センター職員とヘリコプターの操縦者が
現地確認に来てくれました。
　電線のある水田でも、穂の上 1メートルく
らいのところを飛ぶので、大丈夫、品種の違い
は緩衡帯を設ければ大丈夫、山田、離田はヘリ
コプターを軽トラックに積みかえて移動。車の
行くことができない水田は自走（空を飛ぶ）で
大丈夫ということでした。
　別所地区のすべての水田が可能であるという
見解です。今年はすでに農薬を購入されている
ので来年に向けて、品種の統一、出穂期の統一
（田植え時期）などを今後集落で相談して、来
年は別所地区に防除ヘリコプターを飛ばす
ぞー。一例ができれば、徐々に日野町内にも普
及するかもしれません。

平成 24年秋季農作業標準賃金が決まりました
町農業委員会では、平成 24 年秋の農作業標準賃金を決定しました。

これを標準賃金として、話し合いで決定してください。

なお、ほ場整備済み田とし、ほ場条件によっては、双方で協議してください。

【問合せ】町農業委員会（電話 72‐2103）

▼
農
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ

◇
9
月
20
日
（
木
）

◇
10
月
19
日
（
金
）
場
所
：
農
業
委
員
会
事
務
局


